























現在だからこそ、可能な学習方法となっている。データ駆動型学習はバーミンガム大学教授であった Tim Johns らによ
って提唱された学習方法で、英語教育分野において積極的に取り入れられてきたものである。Tim Johns の他にも、Chris 























































































て存在している WWW を一つの巨大なコーパスと見なす考え方、すなわち WAC（Web as Corpus）というアプローチも存在
している。たとえば、Google などの検索エンジンを用いれば、検索した表現が WWW 上にどれぐらい存在するのかがヒッ
ト件数として表示される。そのようなヒット件数を手がかかりに言語現象を調査することが可能なのである。 
しかし、それらは研究者による言語研究という立場で述べられているもので、学習者による言語学習となると、いく








である５。現在、前者は 4600 万語、後者は 1300 万語規模のコーパスから検索が可能である。以下、KOTONOHAとJPwac-L2
に分け、その機能を説明したい。 
3.1 KOTONOHA の機能 
KOTONOHA とは、国立国語研究所が WEB 上で公開しているコンコーダンサーで、同研究所で構築している現代日本語書き
言葉均衡コーパス（以下 BCCWJ）から検索を行うことができる。BCCWJ の特徴は、書籍、白書、Yahoo 知恵袋といった多
様な内容が含まれていること、そして、母集団の特性が反映されるよう、構築されていることである。現在（2010 年 3
月）検索対象となっているのは、一般の書籍からのサンプル（8821 件、約 2500 万語）、政府刊行白書からのサンプル（1500
件、約 500 万語）、過去 30 年間の国会会議録からのサンプル（159 会議、約 500 万語）、2005 年度版の検定教科書からの
  93
 
ポリグロシア 第 20 巻（2011 年 2 月） 
 
サンプル（412 件、約 100 万語）、「Yahoo!知恵袋」からのサンプル（45725 件、約 500 万語）、「Yahoo!ブログ」からのサ
ンプル（24027 件、約 500 万語）の６種類のデータ合計 4600 万語である。 






は、右文脈をクリックすればよい。KOTONOHA は検索結果が 500 件以上の場合、一旦コーパス全体を検索したうえで、無





































































 図３は Jpwac-L2 で検索を開始する画面である。検索する際には、ドロップダウンリスト機能により、使用するコーパ
スのレベルを設定することができる。レベル設定は旧日本語能力試験の Level4(4 級)～Level1(1 級)、さらに上級の
Level0 から選択でき、各レベルの文には当該レベルより上のレベルの語は含まないこと、当該レベルの語を 10％以上含
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現を探すといったように、コーパスを使う目的を確認しながらタスクを行った。 
そして、5回目のガイダンスが終わった後で、手渡した語彙リストから 6語を選び、図 10 のような形式の紙を学習者













表 1 漢字語彙学習の流れ 
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２．国立国語研究所 『KOTONOHA』  http://www.kotonoha.gr.jp/demo/ 
３．川村 よし子（東京国際大学）,クリスティナ・フメリャク・寒川（リュブリャーナ大学）『JpWac-L2』 
http://nl.ijs.si/jaslo/cqp/ 
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